




令和7年度
三豊市公立病院経営強化プラン検討委員会

経営強化プラン モニタリング資料

令和 ８年 ３月 ２３日



病院経営強化プランのモニタリングについて

 モニタリングに関する記載事項（共通編_P4抜粋）

病院経営強化プランを効果的に推進し確実な実現を図るため、病院内部会議、各委員会等において、病院経営強化プランの各種経営指標及び
具体的な取組の進捗状況について、年1回以上点検・評価を行うこととします。
なお、点検・評価プロセスとしては、各病院における月次会議でモニタリングを実施し、年1回開催される三豊市公立病院経営強化プラン検討
委員会にて協議します。
同委員会において、本計画の進行管理・計画を確実に実施していくための方策の検討、取組の成果を確認し、必要に応じて取組等の見直しを
行った上で、ホームページや市の広報誌等を活用し公表を行うこととします。

1

令和７年度より、２つの会議を
『経営会議』として統合運用して
います。



目標 実績 差 目標 実績 差 評価 目標 実績 差・進捗

1）収益改善に係るもの

経常収支比率 105.3 104.4 ▲ 0.9 104.9 103.7 ▲ 1.2 ○ 104.7

医業収支比率 95.6 95.9 0.3 95.3 95.7 0.4 ○ 95.3

2）収入確保に係るもの

病床利用率 95.0 95.1 0.1 95.0 94.9 ▲ 0.1 ○ 95.0 95.9 0.9

外来患者数（年間） 23,718 23,454 ▲ 264 23,575 23,601 26 ○ 23,433 17,595 75.1%

3）経費削減に係るもの

　 職員給与費対医業収益比率 74.3 75.78 1.5 73.6 73.8 0.2 ○ 73.8

R7.4〜12目標指標 R5 R6

西香川病院_令和６年度決算及び令和７年度の状況

○経常収支比率
インボイス制度導入にあたり、三豊市

病院事業会計側に雑損失（控除対象外
消費税）が発生したため、若干の未達と
なった。

○医業収支比率
前年比△0.2％と若干低下したもの

の、目標は達成した。

○病床利用率
前年度比△0.2%の低下となったも

のの、概ね横ばいで推移しており、目標
値も概ね達成した。

○外来患者数
前年度比、目標比ともにプラスでの着

地となった。

○職員給与費対医業収益比率
給与費の総額（給与費・法定福利費・

退職金）は1,413百万円であり、目標の
1,368百万円を上回った。
これに伴って同比率も上昇しているが、
賃上げに伴う影響であり、全体的な収
支状況を圧迫する水準までは達してい
ない。引き続き収益対費用の推移を注
視していく。

２



西香川病院_具体的取組の取組状況

強化プランに掲げている取組は上記のとおり実施している。引き続き取組を継続していく。

３

① 収入増加・確保に向けた取組

地域住民への啓発講演や周辺地域への広報活動の強化を図る 講座実施 ○ 認知症を考える会開催

地域の介護サービス事業者との連携を図る 連携強化 ○ 三豊市サービス事業所協議会開催

診療報酬請求の精度向上に向けた勉強会の定期開催 勉強会開催 ○ 改定時ニチイ学館、医師会勉強会参加に各担当部署で開催

② 経費削減・抑制に向けた取組

見積合わせの実施 △ 更新・新規契約時実施

高額医療機器等の共同利用 共同利用 ○ CTの近隣医からの撮影依頼

③ 人員確保・離職防止に向けた取組

大学や関連医療施設に関する積極的な採用活動の実施 寄付講座、定期的な情報提供 ○ 県より地域枠医師配置の調整スキーム利用

人材紹介会社を活用した採用活動の実施 人材紹介会社からの情報取得 ○ 介護員実績有り

医師の働き方改革への対応 医師負担の軽減 ○ A水準の遵守

医療スタッフ・事務職員への対応 キャリア形成等の相談 ○ 看護師等養成奨励金貸付規程等

材料費・委託料の見直し

取組項目 取組内容 評価 評価に対するコメント（具体的なアクションを記載）

※評価基準 ◎：100％ 〇：99～80％ △79～50％ ×：49～0％



目標 実績 差 評価 目標 実績 差・進捗

1）収益改善に係るもの

経常収支比率 96.2 91.8 -4.4 × 97.4

医業収支比率 83.3 73.4 -9.9 × 84.6

2）収入確保に係るもの

病床利用率（一般） 85.0 81.2 -3.8 △ 85.0 79.49 -5.5

病床利用率（療養） 85.0 69.8 -15.2 × 85.0 67.94 -17.1

病床利用率（精神） 65.0 74.7 9.7 ○ 65.0 64.65 -0.3

入院患者1人1日あたり
診療報酬（一般） 37,300 37,613 313 〇 37,300 37,562 262

入院患者1人1日あたり
診療報酬（療養） 23,500 22,588 ▲ 912 × 23,500 23,004 -496

入院患者1人1日あたり
診療報酬（精神） 18,500 17,897 ▲ 603 △ 18,500 17,860 -640

外来患者数（年間） 52,143 60,206 8,063 ○ 52,305 42,952 82.1%

外来患者1人1日あたり
診療報酬 8,811 7,172 -1,639 △ 8,811 8,154 -657

3）経費削減に係るもの

職員給与費対医業収益比率 71.0 82.4 11.4 × 70.0 -70.0

材料費対医業収益比率 14.1 11.9 -2.2 ○ 14.2 -14.2

　

目標指標 R6 R7.4〜12

みとよ市民病院_令和６年度決算および令和７年度の状況

主な未達の要因は、2）収入確保に係るもの、3）経費削減に係るも
の、の増減要因に集約される。
医業収支比率に対して経常収支比率の未達率が軽微な要因は、一
般会計からの繰入金が、医業外収益として計画比多く計上されて
いることによるものである。

入院収益
病床利用率は、精神病床は目標値を9.7ポイント上回ったが、一
般・療養については未達となった。しかし一般は未達となったも
のの、前年より6.1ポイント改善した。一方で療養は前年比△2.7
ポイントの下落となった。
また入院収益は計画で1,024百万円を見込んでいたが、実績
ベースでは915百万円（△109百万円）と未達となった。
主な要因は、
1）療養病床の患者数が伸び悩んだこと
2）増収で見込んでいた整形外科手術の伸びが想定を下回った
ことがあげられる。

外来収益
外来延患者数は、好調であったR5年度から92名増加し、目標数を
8,063名上回ったが、診療報酬単価が伸びず、目標値マイナスで
の着地となった。

職員給与費は、人事院勧告による賃上げを実施したことにより増加
し、医業収益が目標比未達であったことから、未達となった。
一方で、材料費に関しては、金額・比率ともに目標を達成している。

４



みとよ市民病院_外来患者数の状況

※令和７年度数値は、4～12月の実績を4/3倍している。

５



みとよ市民病院_入院患者数の状況

６



みとよ市民病院_具体的取組の取組状況①

７

目標 実績 進捗率 目標 実績 進捗率 評価

① 収入増加・確保に向けた取組

施策1 整形外科手術の増加とそれに伴う入院の増加

取組1-① 近隣クリニックとの情報連携 地域連携室 近隣クリニックへの訪問（件数） 10 0 0.0% 一般病床利用率 85.0 81.2 -3.8 △ 整形外科医の減員による

施策2 精神科病棟のストレスケア病床利用者増加

取組2-① 関係機関や市に対して広報活動の実施 地域連携室
病棟・総務課 パンフレット配布（部数） 300 0 0.0%

取組2-② 入院対象となる患者の柔軟な選定 医師・看護課

施策3 小児科診療日数の増加

取組3-① 診療日数の拡充 総務課 小児科診療収益（千円） 9,600 5,869 61.1% △ 各支所等に小児科のパンフレットを掲示したり、広報誌にも掲載してい
るが集客に繋がっていない

施策4 糖尿病診療日数の増加

取組4-① 診療日数の拡充 総務課 令和5年度中に本格稼働 糖尿病外来収益（千円） 18,600 19,435 104.5% 〇 通院患者が安定している

施策5 発熱外来収益の維持

広報みとよへの掲載（件数） 12 0 0.0%

マーガレットへの掲載（件数） 4 1 25.0%

施策6 外来単価報酬見直しによる単価アップ

取組6-① レセプトチェックと課題の共有 医事課 外部専門家を交えた月次チェック

取組6-② 検査を通した患者様の健康寿命延伸 放射線科
臨床検査科 検体・放射線検査の推進

施策7 講演会開催等による知名度向上

取組7-① 整形外科医とリハビリ科による地域講演会実施 総合相談室 講演会開催数（件） 1 1 0.0%

取組7-② 詫間町以外の地域での講演会実施 総合相談室 講演会開催数（件）※詫間町外 1 0 0.0%

施策8 リハビリの利用促進

取組8-① リハビリテーション科と医師の情報連携強化 リハビリ科
医師 連携体制の構築・運用 外来リハ患者数（人） 4,390 3910 89.1% △ 整形外科医の減員に伴うリハビリオーダーの減少による

施策9 室料差額の徴収開始

取組9-① 条例改正に向けた取組 総務課 令和5年度中に実施

取組9-② 患者様への周知、利用促進 広報委員会
病棟 条例改正後実施

施策10 訪問看護ステーションの利用者増加

取組10-① パンフレットによる広報周知 広報委員会
訪問看護S パンフレット配布（部数） 300 350 116.7% 訪問看護事業収益（千円） 41,640 35,991 86.4% △ 周辺事業所等に広報活動は行ったが、収益には繋がっていない

× 室料差額徴収についての条例改正等は厳しい状況にある。その分、病
床利用率の向上及び会計年度任用職員等を削減し費用を抑える

外来患者数（人） 52,143 60,206 115.5% 〇

室料差額徴収額（千円） 15,512 0

× 診察、特に初診時において各種の検査ができていないのが大きな原因

引き続き講演会等を実施していきたい

外来単価（円） 8,811 7,172 -1,639

取組5-① 発熱外来設置の広報誌等での周知 広報委員会 発熱外来患者数（人） 1,200 2064 172.0% 〇 インフルエンザや季節性の風邪など熱発を伴う患者の受診は継続してあ
る

R6年度
コメント

精神病床利用率 65.0 74.7 9.7 〇 パンフレットは配布できていないが、精神病棟の病床利用率は上昇した

取組項目 実施部署 取組内容
R6年度

モニタリング指標

※評価基準 ◎：100％ 〇：99～80％ △79～50％ ×：49～0％



みとよ市民病院_具体的取組の取組状況②

８

目標 実績 進捗率 目標 実績 進捗率 評価

② 経費削減・抑制に向けた取組

施策1 人員配置適正化による給与費のコントロール

取組1-① 職員年齢構成のバランスを重視する 総務課 人事・採用戦略の検討

取組1-② セクションを跨ぐ適正化の実施 総務課
各課所属長 業務量を把握しながら適正化実施。

施策2 委託料の見直し

取組2-① 委託料自体が不要と考えられる契約の解除 総務課 一部契約解除

取組2-② 委託料適正化の分析・交渉 総務課 分析・交渉

③ 人員確保・離職防止に向けた取組

施策1 常勤医師の確保

取組1-① 大学や関連医療機関に対する積極的な採用
活動の実施 総務課 寄付講座、定期的な情報提供

取組1-② 民間紹介会社等の活用 総務課 民間会社との情報連携
-1 △ 整形外科医減少分の補充ができなかった常勤医師数（人） 8 7

△ 人事院勧告による賃金単価の上昇や、会計年度職員の賞与額の上
方改正などの影響による

委託料（千円） 206,182 33,345 △ 今まで、契約していなかった保守契約が新たに発生したことによるものと
物価高騰等もあり増加した

職員給与費比率（％） 71.0 82.4 11.4

239,527

R6年度
コメント取組項目 実施部署 取組内容

R6年度
モニタリング指標

※評価基準 ◎：100％ 〇：99～80％ △79～50％ ×：49～0％



病院経営強化プラン改定要否について

令和６年度決算にもとづく各病院の評価は以下のとおりです。

【みとよ市民病院】

①収益項目においては、病床利用率が目標に対して下回っており、改善に向けて非常に厳しい状況。

②費用項目においては、人事院勧告の影響もあり、人件費を中心として大幅な増加傾向にあり、今後も増加が予想される。

③取組の一部において、向こう数年は実質的に実施不可能なものが存在し、当初の収益目標達成困難な要因の一つとなっている。

【西香川病院】

①概ね計画通りの結果となっている。

上記の要因から、西香川病院についての改定は不要であると考えますが、みとよ市民病院においてはガイドラインの【数値
目標の達成が著しく困難】な状況であると考えております。

このため、市民病院の現状と実施可能な取組、またそれを踏まえた収支の見通しを再度検証し、残り期間において強化プラン
の改定を実施することとしました。

９

公立病院経営強化プランガイドラインにおいては、改定の要否について以下のとおり定められております。



 ご参考資料 ） 公立病院のR6年度決算の状況 ※総務省公表資料






























































































